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法 人 こ お り や ま 第414号      （2）平成24年12月1日

一
　会
社
更
生
法

　
平
成
22
年
1
月
19
日
　
会
社
更

生
法
の
適
用
申
請

　
同
日
　
手
続
き
開
始
の
決
定

　
平
成
22
年
11
月
30
日
　
東
京
地

裁
　
更
生
計
画
案
を
認
可
。

　
平
成
23
年
3
月
28
日
　
更
生
債

権
を
一
括
弁
済
し
、会
社
更
生
手
続

の
終
了
。

　
平
成
24
年
9
月
　
再
上
場

二
　業
績

　
平
成
22
年
4
月
〜
23
年
3
月
　

グ
ル
ー
プ
連
結
営
業
利
益

J
A
L
　
1
8
8
4
億
円

更
生
計
画
　
6
4
1
億
円

A
N
A
　
6
7
8
億
円

　
平
成
23
年
4
月
〜
24
年
3
月
　

グ
ル
ー
プ
連
結
営
業
利
益
　

2
0
4
9
億
円

　
わ
ず
か
2
年
で
世
界
の
航
空
業

界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
高
収
益
会
社
に

生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

三
　手
厚
い
公
的
支
援

　
J
A
L
の
倒
産
が
一
般
の
企
業
破

綻
と
違
っ
た
の
は
、手
厚
い
公
的
支

援
に
支
え
ら
れ
て
、倒
産
の
衝
撃
を

最
小
限
に
抑
え
な
が
ら
、切
れ
目
な

く
企
業
活
動
を
継
続
し
、そ
の
延
長

線
上
で
再
建
を
目
指
す
。

　
⑴
外
国
に
対
し
、日
本
政
府
が
発

給
し
た
保
証
書
を
示
し
て
、リ
ス
ク

が
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
支
払
い
は

万
全
な
の
で
、安
心
し
て
運
航
の
継

続
に
協
力
し
て
ほ
し
い
。

　
⑵
企
業
再
生
支
援
機
構
と
日
本

政
策
投
資
銀
行
は
、投
資
・
融
資
に

9
0
0
0
億
円
の
資
金
供
給
枠
を

確
保
し
た
。

　
⑶
更
生
債
権（
22
年
1
月
18
日

ま
で
に
発
生
し
た
債
権
）の
支
払
い

は
、通
常
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、裁
判

所
が
管
財
人
に
対
し
て
、包
括
的
な

弁
済
の
許
可
を
出
し
、円
滑
に
取
引

が
継
続
で
き
る
よ
う
に
便
宜
を
図
っ

た
。再
建
を
容
易
に
す
る
た
め
に
。

　
債
権
カ
ッ
ト
の
対
象
に
残
る
の
は
、

金
融
機
関
が
保
有
す
る
金
融
債
務

だ
け
で
あ
る
。

　
企
業
再
生
支
援
機
構
は
、更
生

計
画
案
認
可
に
よ
り
、3
5
0
0
億

円
出
資
し
、J
A
L
の
再
上
場
に

よ
っ
て
売
却
し
、約
6
5
0
0
億
円

回
収
し
た
。そ
し
て
、約
3
0
0
0

億
円
機
構
に
余
剰
金
が
入
っ
た
。

四
　J
A
L
再
建

　
平
成
22
年
2
月
1
日
　
京
セ
ラ
、

K
D
D
I
の
創
業
者
稲
盛
和
夫
氏

代
表
取
締
役
会
長
に
就
任

　
稲
盛
氏
が
J
A
L
に
持
ち
込
ん

だ
も
の
は
、次
の
3
つ

　
①
2
人
の
京
セ
ラ
役
員

森
田
直
行
元
京
セ
ラ
代
表
取
締
役

専
務
、K
C
C
S
代
表
取
締
役
会

長
兼
社
長

　
K
C
C
S
・ア
メ
ー
バ
経
営
の
導

入
を
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社

　
②
稲
盛
氏
が
作
り
上
げ
た
経
営

哲
学「
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」と

　
③
稲
盛
氏
が
作
り
上
げ
た
経
営

管
理
シ
ス
テ
ム「
ア
メ
ー
バ
経
営
」

五

　「
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」に
よ
る
意

識
改
革

　
J
A
L
社
員
は
、倒
産
し
た
と
い

う
意
識
が
な
か
っ
た
。「
京
セ
ラ
フ
ィ

ロ
ソ
フ
ィ
」と
い
う
哲
学
を
、J
A
L

の
幹
部
に
熱
く
語
り
か
け
、あ
る
べ

き
姿
を
訴
え
た
。

　
平
成
22
年
6
月
よ
り
、最
高
経

営
幹
部
約
50
名
を
集
め
一ヶ
月
に
わ

た
り「
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」に
基
づ
き
、集

中
的
、徹
底
的
に
リ
ー
ダ
ー
教
育
を

実
施
し
た
。

　
コ
ン
パ
を
し
、ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ

る
よ
う
に
し
た
。

　
平
成
22
年
7
月
よ
り
、一
般
社
員

への
教
育

　
稲
盛
氏
自
身
が
現
場
へ
出
か
け
、

ど
う
い
う
考
え
方
を
持
ち
、ど
の
よ

う
に
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
と
い
う
こ
と
に
直
接
語
り
か
け
て

き
た
。

　
平
成
22
年
7
月
か
ら「
業
績
報

告
会
」
―
月
例
会
議
を
始
め
た

　
各
部
門
の
リ
ー
ダ
ー
1
0
0
名
近

く
が
集
ま
り
、3
日
間
に
わ
た
り
担

当
ご
と
に
経
営
実
績
を
発
表

　
P
／
L
の
科
目
ご
と
に
計
画
と

実
績
を
発
表
し
、差
異
は
そ
の
理
由

を
説
明
し
て
も
ら
い
、必
要
に
応
じ

て
指
導
し
た
。

　
J
A
L
社
員
は
、こ
の「
業
績
報

告
会
」で
、稲
盛
氏
か
ら
、烈
火
の
如

く
叱
ら
れ
鍛
え
ら
れ
た
と
推
測
し

て
い
る
。

　
平
成
23
年
1
月
　
新
生
J
A
L

の「
企
業
理
念
」を
定
め
、全
社
に
発

表
し
た
。

　「
J
A
L
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」（
40
項

目
も
あ
る
）も
ま
と
め
て
、全
社
員

に
配
布
し
た
。

〈
企
業
理
念
〉

　
J
A
L
グ
ル
ー
プ
は
、全
社
員
の

物
心
両
面
の
幸
福
を
追
求
し

一
、
お
客
さ
ま
に
最
高
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
ま
す
。

一
、
企
業
価
値
を
高
め
、
社
会
の

進
歩
発
展
に
貢
献
し
ま
す
。

　
会
社
更
生
の一
年
目（
平
成
23
年

3
期
）は
、徹
底
し
た「
フ
ィ
ロ
ソ

フ
ィ
」の
浸
透
を
図
り
、社
員
の
意
識

改
革
を
し
て
過
去
最
高
の
連
結
営

業
利
益
1
8
8
4
億
を
確
保
し
た
。

六
　「
ア
メ
ー
バ
経
営
」に
よ
る
組

織
改
革

　
京
セ
ラ
の「
ア
メ
ー
バ
経
営
」を
航

空
会
社
に
も
適
用
す
る
よ
う
に
ア
レ

税
の
ミ
ニ
通
信

会
社
更
生
法
に
よ
る
日
本
航
空

　
　
　再
建
の
経
営
理
念
と
手
法

会
社
更
生
法
に
よ
る
日
本
航
空

　
　
　再
建
の
経
営
理
念
と
手
法

東
北
税
理
士
会
郡
山
支
部

税
理
士
・
公
認
会
計
士

中
小
企
業
診
断
士

荒
井 
伊
佐
男



ン
ジ
し
、路
線
別
又
は
路
便
別
に
、採

算
が
わ
か
る
よ
う
な
仕
組
み「
管
理

会
計
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
に
努
め
て
き

た
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
平
成
23
年
4
月

1
日
よ
り
運
用
を
開
始

　
J
A
L
の
全
て
の
路
線
、路
便
ご

と
に
翌
日
に
は
採
算
が
分
か
る
と
い

う
、世
界
の
航
空
会
社
に
も
類
を
見

な
い
精
緻
な
管
理
会
計
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
た
。

　
全
部
門
の
数
字

―
毎
月
の
経

営
会
議
で
、3
日
間
に
わ
た
り
発
表

さ
れ
る
。

　
部
門
別
の
採
算
管
理
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
た
こ
と
が
、社
員
の
採
算

意
識
の
向
上
を
促
し
、組
織
風
土

を
変
革
さ
せ
、J
A
L
の
経
営
改

善
に
あ
た
り
大
き
な
効
果
を
発
揮

し
た
。

　
会
社
更
生
の
2
年
目（
平
成
24
年

3
期
）の
業
績

　
連
結
営
業
利
益
2
0
4
9
億
円

を
確
保
し
、前
期
よ
り
増
額
し
た
。

　「
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」に
よ
る
意
識
改

革
、「
ア
メ
ー
バ
経
営
」に
よ
る
組
織

改
革
に
よ
っ
て
J
A
L
は
見
事
に
再

生
し
て
いっ
た
。

七

　J
A
L
再
生
に
よ
り
、
　
　

A
N
A
に
対
し
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
た
。

　
A
N
A
か
ら「
フ
ェ
ア
な
競
争
と

言
え
る
か…

」と
平
成
23
年
夏
頃
ま

で
、自
民
党
を
ま
き
こ
ん
で
批
判
し

て
い
た
が
、次
第
に
明
白
に
な
る
収

益
力
の
再
逆
転
に
、腹
を
据
え
ざ
る

を
え
な
く
な
っ
た
。

　
復
活
し
た
J
A
L
に
背
中
を
押

さ
れ
、A
N
A
が
変
革
に
動
き
始
め

た
。

　
稲
盛
氏
が
J
A
L
再
建
を
引
き

受
け
た
と
き
の
目
的
3
つ
の
う
ち
、

3
番
目
の「
国
民
の
利
便
性
の
た

め
」を
見
事
に
果
た
し
て
い
る
。

　
A
N
A
の
独
占
で
は
、運
賃
が
高

い
、サ
ー
ビ
ス
が
悪
い…

な
ど
の
弊
害

が
出
る
が
、こ
れ
が
解
消
さ
れ
て
、国

民
の
利
便
性
は
良
く
な
っ
て
い
る
と

思
う
。

　
電
力
会
社
の
地
域
独
占
は
よ
く

な
い
。早
く
解
消
を
望
む
。

八
　日
本
の
官
庁
会
計

　
J
A
L
の
再
建
に
、ア
メ
ー
バ
経

営
の
考
え
方
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
管
理

会
計
シ
ス
テ
ム
は
貢
献
し
た
。こ
の
よ

う
に
、「
会
計
シ
ス
テ
ム
の
設
計
」は

非
常
に
重
要
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、日
本
の
官
庁
会
計

は
単
式
簿
記
に
よ
る
現
金
主
義
会

計
で
す
。

　
財
政
状
態
が
わ
か
り
に
く
い
シ
ス

テ
ム
に
な
って
い
る
。

　
こ
れ
を
、複
式
簿
記
に
よ
る
発
生

主
義
会
計
に
、早
急
に
改
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
先
進
国
の
中
で
、日
本
の
公
会
計

は一番
遅
れ
て
い
る
。

　
複
式
簿
記
、発
生
主
義
会
計
で
財

務
諸
表
を
作
成
し
、こ
れ
を
省
別
に

連
結
し
、公
認
会
計
士
に
監
査
さ
せ

る
と
、日
本
の
公
会
計
が
優
れ
た
も

の
と
な
り
、無
駄
が
あ
ぶ
り
だ
さ
れ
、

財
政
の
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
と
思

う
。

九
　税
金
は
必
要
経
費
と
考
え
る

こ
と
。

　
税
金
を
納
め
た
く
な
い
と
い
う
意

識
が
潜
在
意
識
に
入
り
、知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
無
駄
な
経
費
を
使
い
、

業
績
を
上
が
ら
な
く
し
て
い
る
。

　
節
税
と
い
う
甘
言
に
誘
惑
さ
れ

な
い
よ
う
に
。

　
稲
盛
和
夫
氏
の
指
導…

売
上
高

経
常
利
益
率
10
%
以
上
を
目
標
と

す
る
こ
と
。

　
収
益
性
を
高
め
、内
部
留
保
を
厚

く
し
て
自
己
資
本
比
率
を
高
め
、手

元
流
動
性（
現
金
預
金
／
月
商
売

上
）を
高
め
る
よ
う
に
。

　
仕
入
債
務
は
、同
業
者
よ
り
一
日

で
も
早
く
支
払
う
よ
う
に
、企
業
努

力
を
す
る
。

ダイレクト納付とは…
事前に税務署に届出をしておけば、e-Taxを利用して電子申告等又は納付情報登録をした後に、
簡単な操作で、届出をした預貯金口座からの振替により、即時又は指定した期日に納付するこ
とができる電子納税の納付手段です。

ダイレクト納付で
電子納税！

自宅から オフィスから 税理士事務所から

法 人 こ お り や ま 第414号（3）      平成24年12月1日
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1　源泉徴収すべき所得税及び復興特別所得税の額

2　給与等に係る所得税及び復興特別所得税の源泉徴収

3　年末調整

所得税率（％）

合計税率（％）
（所得税率（％）×102.1％）

5 7 10 15 16 18 20

5.105 7.147 10.21 15.315 16.336 18.378 20.42

期に配布しています。）。


